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目指す 都市像目指す 都市像

将来人口　55,000人将来人口　55,000人

おいしさと笑顔がつどう みなとまち 塩おいしさと笑顔がつどう みなとまち 塩

まちづくりの 基本理念

私たちは

○夢と誇りをもって、いきいきとまちづくりを進めます。

○「塩 」の歴史や文化、風土などを、まちづくりに活かします。

○ともに知恵を出し合い、まちづくりに取り組みます。

目 標

１

　健康寿命（健康で自立した期間）については、長期総合計

画の基準値（H21年度）の数値を上回りながら推移していま

す。

問 政策課企画係☎355-5６３１

ともに支え合う福祉のまちづくり 安心して産み育てられるまちづくり

高齢者福祉の充実

○介護や支援が必要な高齢者が、地域で安心して暮らし続

けられるよう、急務となっている「地域包括ケアシステ

ム」の構築に取り組む。

○地域包括支援センターの中心的役割として、地域に根ざ

した生活支援体制の整備拡充、医療と介護の連携、認知

症予防施策の推進を図る。

○介護保険の効率的・安定的運営を目指し、事業計画を策

定し、計画的な事業運営に努める。

地域医療の充実

○「地域完結型医療」への転換に伴い、市立病院は２市３

町唯一の公立病院として、地域住民が安心して必要な医

療を受けられるよう、新プランに掲げた役割を担う。

代表的な指標の推移

　年少人口比率（0歳から14歳までの人口の割合）については、

平成27年度において、長期総合計画の目標値とほぼ同水準に

回復しています。

子育て支援の充実

○増加傾向にある発達障がい児に適切な療育環境を提供し、

共生社会の実現を目指す。

○ひとり親家庭の増加、女性の社会進出などを背景として、

多様化する保育ニーズに対応するため、低年齢児童保育

の拡充など、保育事業の充実に取り組む。

○保護者の就業支援の観点から、放課後児童クラブの運営

の充実や地域ボランティアの活用などを図る。

地域社会による支え合いの充実

○児童虐待やDVなどへの対応には地域ぐるみで子どもの

見守り体制の強化が必要であり、民生委員・児童委員や

関係機関などと連携し支援の充実に取り組む。

代表的な指標の推移

79.10

82.86

78.37

84.05

82.52

83.92

81.981 歳

83 歳

85 歳

【 健康寿命の推移 】 【 年少人口比率 】

77.25
78.05

11.4％

11.5％

11.1％ 11.0％ 10.9％

76.9
75 歳

77 歳

79 歳

女性（実績値）

基準値（H21年）

基準値（H21年）

男性（実績値）

H24年 H25年 H26年 H27年

11.5％

12.0％

10.0％

10.5％

11.0％

H23年 H24年 H25年 H26年 H27年

10.8％

11.3％
11.1％

10.9％
10.7％

目標値

実績値

広報しおがま2017年3月号 ❹



　

長
期
総
合
計
画
で
は
、
本
市
の
将
来
人
口
を
平
成
32
年
に
お
い

て
５
５
，０
０
０
人
と
設
定
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
27
年
国
勢
調

査
の
実
績
値
で
は
、
生
産
年
齢
人
口(

15
歳
〜
64
歳)

が
目
標
値
を

約
１
，７
０
０
人
下
回
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
進
学
や
就
職
な
ど

に
伴
う
若
年
層
の
転
出
超
過
が
想
定
を
上
回
っ
た
こ
と
が
要
因
の

一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
、
生
産
年
齢
人
口
の
定
住
促
進
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
間
総
括
の
結
果
を
踏
ま
え
、
３
つ
の
基
本
目
標
の
達
成
に
向

け
て
施
策
に
取
り
組
み
、
目
標
人
口
５
５
，０
０
０
人
を
目
指
し

ま
す
。

　

長
期
総
合
計
画
で
は
、
本
市
の
将
来
人
口
を
平
成
32
年
に
お
い

て
５
５
，０
０
０
人
と
設
定
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
27
年
国
勢
調

査
の
実
績
値
で
は
、
生
産
年
齢
人
口(

15
歳
〜
64
歳)

が
目
標
値
を

約
１
，７
０
０
人
下
回
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
進
学
や
就
職
な
ど

に
伴
う
若
年
層
の
転
出
超
過
が
想
定
を
上
回
っ
た
こ
と
が
要
因
の

一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
、
生
産
年
齢
人
口
の
定
住
促
進
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
間
総
括
の
結
果
を
踏
ま
え
、
３
つ
の
基
本
目
標
の
達
成
に
向

け
て
施
策
に
取
り
組
み
、
目
標
人
口
５
５
，０
０
０
人
を
目
指
し

ま
す
。

人口 の推移

平成17年

7,497

37,904

13,956

59,357 59,357 56,897 56,490 55,800 55,00054,187
13,956

7,497 6,423

35,027

15,447

6,447 5,500 5,804

33,200 31,426

16,957

5,400

31,800

17,80017,100

34,527

15,516

37,904

平成22年 平成27年 平成32年

年少人口
（０～14歳）

生産年齢人口
（15～64歳）

老年人口
（65歳以上）

目標値 実績値

夢と誇りを創るまち
目 標

３ 海・港と歴史を活かすまち
目 標

２

　全国学力・学習状況調査の正答率については、現段階で大
きな向上は見られていません。

子どもの夢を育むまちづくり 活力ある産業のまちづくり

生きる力を育む教育の充実
○本市が目指す小中一貫教育では、各中学校区ごとに義務
教育９年間を見通した学校教育目標を設定し、系統性･
連続性を強化した教育活動の中で、児童生徒に｢社会を
たくましく生き抜く力｣を育むことを目指す。

○第４次塩竈市学力向上プランを基に、一人ひとりの児童
生徒が｢活躍する場｣や｢交流する場｣を意図的に設定し

　｢どの子にも『分かる･できる』喜びを味わえる授業づく
り｣を行う。

代表的な指標の推移

　現魚市場における平成27年の魚市場水揚げ金額（水揚げさ
れる水産物の取扱い金額）については、長期総合計画の目標
値と同水準となっています。

水産業の活性化
○新魚市場完成後の平成30年度からは、生鮮マグロの水
揚げ維持や魚種の拡大での水揚げ増により、120億円を
上回る水揚げ金額を目指す。

○水産加工業の販路回復のため、輸出を含む販路拡大を図
るとともに、不足する働き手の確保を行う。

浦戸諸島の振興
○東日本大震災により、住家、浅海漁業施設、観光資源に
大きな被害が発生した浦戸地区では、人口流出や少子高
齢化が大きな課題であり、これからも住み続けることが
できる環境条件の維持・創出、交流人口の拡大が必要で
ある。

代表的な指標の推移

｢中間報告会｣を開催しました
　平成28年12月17日にマリンゲート塩釜
で、長期総合計画の中間総括の内容を計画
策定時の審議会や市民懇談会委員に報告す
る｢中間報告会｣を開催しました。20人の
方に参加いただき、今後のまちづくりの方
向性などに関するご意見をいただきました。

長
期
総
合
計
画
の
目
標
値
と

国
勢
調
査
の
実
績
値
と
の
比
較
◀

【 魚市場水揚げ金額 】

2.5%

3.2%

6.4% 6.2%

3.3%

2.9%

6.3% 5.8%

H24年度 H25年度 H26年度 H27年度

H24年度

H23年

160億円

140億円

120億円

100億円

80億円

60億円

40億円

20億円

0
H24年 H25年 H26年 H27年

H25年度 H26年度 H27年度

4.5%
5.9%

1.5%

4.5%

4.2% 4.3%

1.0%

3.2%

【 中 学 校 】

全国平均との差
県平均との差

【 小 学 校 】
全国平均との差
県平均との差

104.3億円

141.4億円

92.8億円
84.4億円

101.8億円

計画の目標値
→100億円を維持

▽ ▽
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